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この学位請求論文は、シュルレアリスムの画家、イヴ・タンギー（Yves Tanguy 1900‐1955）が描
いた視覚イメージ群についての考察である。タンギーはこれまでの美術史研究において注目を浴びて
きた画家とは言い難いが、過去の回顧展カタログや、セージによるカタログ・レゾネ、ワルドベルグ
の評伝などにより、その生涯と作品の全貌を掴むことは現時点では難しくない。とはいえ、タンギー
に関する言説は基本的に伝記的あるいは総論的なものに留まっている。これに対して本論文の目的は、
一定の批評的観点からタンギーの視覚イメージを記述することにある。本編は八章構成であり、そこ
に序論と結論が加わる。また資料編にはタンギーによるテクストや書簡集の訳文に加え、タンギーに
関連する雑誌記事の抜粋が掲載されている。 
序論「アーチの増殖」は本論の文脈を簡潔に示すものである。言語にも物質的実在にも還元できな
い余剰として「イメージの領域」という仮説的概念が設定され、デ・キリコからシュルレアリスムを
経てタンギーに至る流れの中で、このイメージの領域が純化されていく過程が記述される。この過程
を、タンギー晩年の代表作になぞらえて「アーチの増殖」と呼んでいる。 
第一章「生涯、作品、先行言説」では、考察の前提としてタンギーの生涯と作品、タンギーに関す
る先行言説が概観される。従来の言説は、タンギーのイメージをブルターニュの風土などに結びつけ
る「地方起源説」や文学的比喩の羅列で終わる傾向が強い。その要因はタンギーのイメージを言語化
することの困難さにあるという。こうした地方起源説や文学的比喩を徹底忌避してタンギーのイメー
ジについて語ろうとする点に本論文の実験的な成果が見出せよう。 
第二章「イメージの領域」ではシュルレアリスムの視覚イメージにおけるタンギーのイメージの特
殊性について考察がなされる。その特殊性とは言語との交換不可能性への志向、いわば「沈黙」であ
る。この言語との交換不可能性という観点に拠ることで、逆説的にタンギーのイメージを言語化する
ことが本論文の狙いである。タンギーが描く不定形物体群は、明確な指示対象を持たない。それにも
拘らず、確固とした三次元的イリュージョンを伴っている。このためにそれらを「～のようだ」と形
容することはできても「～である」と名指すことはできない。こうしてタンギーのイメージは、言語
にも物質的実在にも還元できないイメージの領域を極限化したものとなる。第三章以下では、この言
語との交換不可能性、沈黙という性質の歴史的文脈が、幾つかの観点から考察される。 
第三章「デ・キリコの無意味」ではタンギーのイメージの一つの起源として、ジョルジョ・デ・キ
リコの形而上絵画理論について考察がなされる。デ・キリコによれば、形而上絵画の革新性はショー
ペンハウアーとニーチェの示した「生の無意味」を絵画に応用したことにあり、この「生の無意味」
の認識は、事物同士を結びつける関係性の網の目を崩壊させる。自らが属すべきコンテクストを失っ
た事物は、デ・キリコが言うところの「記号の孤独」の状態に陥る。事物は究極的なシニフィエを失
ったシニフィアンとなり、謎となる。事物は自らと交換されるべき言葉を失い、沈黙する。デ・キリ
コは「沈黙について」と題されたテクストで沈黙に支配された世界を描き出しているが、そこには後
にタンギーが描き続けることになる世界が予告されている。 
第四章「無用な記号の消滅」では 1926 年から 1928 年にかけてのタンギーのイメージの成立過程が
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制作手法という側面から考察される。タンギーはまずデペイズマン的な記号併置の実践を行い、その
中で不定形物体群が登場する。その後タンギーはアンドレ・マッソンを参照したオートマティスムへ
と移行する。マッソンはオートマティスムの痕跡に何らかの指示対象を見出すが、タンギーは逆にイ
メージから明確な指示対象、つまり言語と交換可能な要素を消失させる。タンギーはオートマティス
ムの痕跡をデペイズマンにおける手術台としての空間に組み合わせることで不定形物体群へと変換す
る。ここにタンギーのイメージの成立が見出される。 
第五章「未知の物体」ではタンギーのイメージと心霊学におけるエクトプラズムのイメージとの類
似が考察される。タンギーは 1927 年の個展の際、タイトルをシャルル・リシェの『心霊学概論』か
ら引用しており、この著作ではエクトプラズムについても述べられている。そして、タンギーの不定
形物体群とエクトプラズムは、その形態のみならず、実在ではなくイメージの次元に留まろうとする
性質においても類似していることが示される。 
第六章「生命形態的」ではタンギーのイメージとモダン・アートにおけるバイオモーフィズムの潮
流との関係が考察される。アルプやミロの影響下にあるタンギーの不定形物体群は、バイオモーフィ
ズムの三次元的イリュージョン化の契機となり、マグリットやダリがこれに続く。ダリの登場はタン
ギーに技術的問題を意識させ、空間の透明化、色彩や形態の明確化を促した。またこの変化の背景に
はアルプやジャコメッティによるバイオモーフィズムの実体化（彫刻化）傾向があるとされる。 
第七章「タンギーの星」では 1930 年代末にシュルレアリスムのグループに加わった若い世代の画
家たちのタンギーへの評価について考察がなされる。マッタ、フランセス、オンスロー‐フォードと
いった画家たちはタンギーを先駆者として評価していた。この評価はオートマティスムへの回帰とも
関わっており、これらの画家たちはタンギーのオートマティスムの系譜にある。またオンスロー‐フ
ォードは、先行世代から自分たちの世代への移行を、フロイトの個人的無意識からユングの集合的無
意識へという方向性において提示しているのだが、そこで想定されている集合的無意識はむしろユン
グのリビドー概念に近いとされる。それは様々な象徴が未分化なまま溶け合う心的エネルギーの場で
ある。そしてタンギーもまた 1930 年代半ばに自らのイメージを、フロイトにおける欲動エネルギー
の場であるエスと重ね合わせており、若い世代における集合的無意識への志向とタンギーのイメージ
は、言語以前の無意識のエネルギーの場という点でも関わることが示される。 
第八章「セージの答え」ではタンギーの二番目のパートナーであった画家ケイ・セージのイメージ
について考察がなされる。セージのイメージは、ヴェールとフレーム構造として記述され、それらは
空虚を覆い、囲むことによって意味作用の可能性と不可能性の表裏を示す。そして、この点はタンギ
ーの描く不定形物体群が、明確な指示対象を持たないことによって意味作用の可能性と不可能性を孕
んでいることと類似している。しかしセージのイメージは文字通り空虚を孕むという点でタンギーの
イメージよりも直接的に意味作用の不在、不可能性を示しており、この意味でセージのイメージは、
タンギーのイメージの批評的形態となっている。そしてタンギーは、セージのイメージと向き合うこ
とによって、晩年の《弧の増殖》や《想像上の数》（共に 1954 年）を描いたことが示唆される。 
以上のように、第二章で提出された観点が、第三章から第八章において幾つかの歴史的コンテクス
トに適用し検討される。その上で、結論として、イヴ・タンギーのイメージが、その言語との交換不
可能性への志向において、またそこから生じるいわばイメージの領域の極限化において、シュルレア
リスム及び二〇世紀の視覚イメージに特異な位置を占めると締めくくるのである。 
公開審査会においては、以上に要約した精緻かつ根源的なタンギー論のプレゼンテーションの後、
審査委員や出席者の間で活発な議論が交わされた。その中心は、第二章と三章に向けられ、特に学位
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請求者の主張する言語学的な方法論がタンギーの造形芸術にどこまで妥当であり、通用しうるものな
のか、といった点をめぐってであった。この、極めて先鋭的なタンギー論を客観的に評価するために
は、もう少し時間が必要であるとの意見も出された。いずれにしても、ここまで徹底的にタンギーを
論じた研究は我が国はもとより欧米おいても初めての試みであり、その有効かつ貴重な資料編も含め
て、一日も早く書物としての刊行が期待される。終わりに、本論文は早稲田大学文学学術院の博士（文
学）の学位に十分に値するものと、審査委員全員一致で判定された。 
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